
香美市 高芝俊信さん 

 

 

間伐材を利用したオリジナル 

衣服掛け 『エコエモン』 
 

■活動時期 → 年中 

■活動場所 → 香美市土佐山田町 

■主な活動メンバー → 高芝さん 

 

■ 間伐材の利用 ＝ 高知の間伐促進！ 

（取り組み内容） 

◆間伐材をそのまま利用した木工作品 

・エコエモン（大・中・小） 

衣文（えもん＝衣服）を中心にいろいろなものを 

引っ掛けておくことができる。 

・エコ花瓶 

間伐材を利用した花瓶 

・カップツリー 

ティーカップなどを吊るしておくことができる。 

◆木工教室の開催 

小学校での木工教室に参加したり、山での間伐作業後に 

エコエモン・カップツリーをつくる木工教室を開催。 

◆取り組みの経緯 

・定年で高知に戻り家を建てたとき、衣服掛けが 

ほしいと思っていた。 

・その時ちょうど山の間伐を手伝っており、間伐した木を 

そのままさらしておくのがもったいないと思い、 

それで衣類掛けを作ってみた。 

・初めは近所の人にあげていたが 

「はたして売れるものか？」と思い売りに行くと 

人気を得て全部売れた！ 

※間伐材をそのままインテリアにしたものは珍しく、 

一つの木から一つしかとれないところに 

値打を見出してくれたと感じている。 

 

 

（エコエモン） 

 

 

（エコエモン利用風景） 

いろいろなものが掛けられる！ 

 



（（うれしかったお話）） 

「いいものを買った！」 と買った人がすごく喜んでくれたこと。 

何よりやっていて楽しい！ 

◆エコエモンの作り方 

① 山で木の間伐 

② 2～3 週間時間をおく。 

③ 間伐材の上部を切り取る 

④ 枝を切り形を整える 

⑤ 皮を剥ぐ 

⑥ 間伐材に穴をあけ三脚を付ける 

⑦ 枝が少ない場所には穴をあけて枝を挿す 

⑧ 必要であれば色をつけて完成 

 

◆販売価格 

現在は、2 千円で販売。 

ただ、商売とするためには 3 千円程で売る必要がある。 

（※原価と売価の割合を考えていきたい） 

 

◆制作のポイント 

・皮を剥ぐことは大変だが、ドリルや木工具を 

使えば意外と簡単に作ることができる。 

・運びやすく、かつ採算が合うように作る。 

 

 

 
制作途中のエコエモンと高芝さん 

 

 

 
(カップツリー) 

 

（エコ花瓶） 

 

 
（木工教室の様子） 

 

◆取り組みに対する想い 

・高知は間伐が進まず、山が荒れていることという大きな問題がある。 

とにかく間伐をやらにゃあいかん！ 

・現在は間伐を主にボランティアでやっているが、 

これが商売に出来るようになれば、やってくれる人も増えてくると考えている。 

 

（平成 21 年 10 月現在） 

 


